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注１咳当するロには、レ印を記入してください．特定事案者以外の中璽行の力はし印の麗人は不要です．

２「基館年度」とは8f画期１mのIVIdF度を、「目標年度」とは針画期１mの凪終０F度を、「細告年度」とは111面期I1Uのうち、今回Ｈ１勝の対象となる年度をいいます．

３「事業所等排IL区分」とは立榔府内の専業研等の事業izi動のためのエネルギーの便jIlに伴い発生する狙竃効采ガスを、「柏送｣I[両排|､区分」とは自助巾運送中粟行については使用の本畠の位田を嵐IBHW内とする11〔尚
の排1tＩするmH尅効采ガスを、欧、中戎者については係T｢する貨物J1[向又は腕客車丙の排UＩする皿室効果ガスを、「その他llPI11区分」とは上記以外の立祁府内に釘ける巾乗所等の事乗活動に伴い充雄する四束jUb采ガス
をいいます．

。「原単位当たりの沮竃効果ガス排111吐9F」の「jU途区分」には、Ｏ○工H1･甲田所などのjiI途を配入してください．「原111位の扣但」には、分子の「二敗化Ⅸ串UQ#」の下に分母となる扣担（生産数ht、延べ床面
積、走行庫は等）を皿入してください．

５「その他の地球山ul化対策による皿室効果ガスのｐｌ蛾仕等」のうち「森林の保全｣比ぴ！[伯」の「ロ樟年度（計画）」田には叶聞甑間中のロ侭の累計を、『報告年度（典敏）」檀には爽績の累計を麗人してください。

６『特配事項」には、平成２坪皮（１９９０年度）を基頭とした排出ａの対比や、右エネ■品田晃など他者の沮竃牡果ガス抑HlnU城への貢献、グリーン田逮の擁jll特定フロンなどの条例揃定外のH1室効果ガスの1W舷
などを配入してください．

住所（法人にあっ
ては、主たる平Eｂ
所の所在地）

京都府城陽市長池五社ケ谷10番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
安者の氏名）

株式会社キッツメタルワークス京都プラス工場工鍋長伊藤幸三

卒業者の主たる
業菰 黄銅棒の製造及び販売

鮫当する噸業者
要件 ロ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当卒業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

「
京都府地球退団Ｉ化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号酸当事業者（大規模運送卒業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道血両
150両以上）

「京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号麟当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成20年４月～平成巧年３月

基本方針

環境に配慮した商品・サービスの提供、資源の有効活用、廃棄物の削減、環境汚染の防止の推進により社会から伯頼される企業を目指す。

推迪体制
環境マネジメントシステムの仕組みの活用。（環境管理委員会、省エネルギー委員会）

環境マネジメントシステム名称 ISO14001 

適用範囲 伸銅品の製造及び阪死

取得年月日 平成12年６月９日

年度ごとの具体

的な取組及び措
皿の状況

年度

20～2２ 

20～2２ 

20～2２ 

股胴、対象、工程等

製造部門

出荷部門

全社

措陞内容

生産性UPに画点的に取り組み、魎力使用原単位を平成22年度には3％削減する。

出荷効率向上とドライバー教育を中心としたアイドリングストップの推進。

廃棄物の削減とリサイクル化を継続する。

沮室効果ガスの
排出趾等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対す．る自己評価

基準手度（実騒）

(19）年度
(二版化奥宰換3J）

戸防UbO￣■､￣ロー"

(22）年度

(二酸化Bﾒﾋﾟ案UQ算）

増減率
(計画）

報告年度（栞願）

(21）年度
(二鹸化』』l事換算）

増減率
(実紐）

8,844.0ｔ 9,500.0ｔ 7.4船 1,912.4ｔ -78.4鉛

ｔ ｔ 船 ｔ 船

ｔ ｔ 船 ｔ 弘

＊】8,844.0ｔ *２9,5,0.0ｔ 7.4船 ●４ 1,912.4ｔ -78.4％ 

吸収合併による工場縮小により排出量が減少

原単位当たりの

沮室効果ガス排
出趾等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

製品生産魁(t）
二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己呼価

基準年度（実綱） 目標年度（計画〉 増減率（計画） 報告年度（実綴） 増減率（実績）

0.340 0.330 -2.9鶉 0.418 ２２．９兇

粥 弘

鵠 ％ 

生産業務のやりじまいにより効率が低下

その他の地球温
畷化対策による
i且室効果ガスの
削減趾等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した餓力
又は熱の供給

グリーン蝕力の鴎入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画i）

取釦砥坪 (二酸化炭素換算）

(整伯而繭） hａ 吸収丘） ｔ 

(利ｊｌｌ肚） ｍｕ H1飲仕） ｔ 

(鬼電且） kwｈ ､G滅邑） ｔ 

(日9‘k給丘） GＪ 1W減、） ｔ 

、０人低） kwｈ ､I減且） ｔ 

(ﾛ;入段） ｔ (剛減仕） ｔ 

＊３ｔ 

報告年度（実綴）
取馴Ｂｋ等 (二敗化炭素換算）

駐俄面積） hａ 吸収fk） ｔ 

利ﾉ１１ht） Iｎｏ 別城仕） ｔ 

光竝仕） k百ｈ I､拭赴） ｔ 

用Wt給匙） GＪ 1N放丘） ｔ 

Rn入丘） kwｈ ､l城歓） ｔ 

(2,入且） ｔ (111独戯） ｔ 

*５ｔ 

差引排出鉦

(排111合叶－１N城⑩合計）

基準年度（実紙）

＊】8,844.0ｔ

目標年度（計画〕

(⑫)-(．s〕90500.0ｔ

地域申（11+画）

7.4％ 

報告年度（実績）

(“)_〔巧）10912.4ｔ

咽減率（実緬）

-78.4％ 

地球温騒化対策

に資する社会貢
献活勅

特配事項


